
将来に向けた須賀川地域における
園芸産地の維持と推進体制の強化

（ものづくり）

～産地で育てる！きゅうり新規就農者・若手農業者の育成支援～

県中農林事務所 須賀川農業普及所
所長 大橋 金光



須賀川農業普及所管内のきゅうりの概要

• 「夏秋きゅうり」「冬春きゅうり」の野菜指定産地であり

きゅうりの大産地！

栽培戸数
(戸)

作付面積
(a)

施設面積
(a)

販売金額
(億円)

Ｒ５ ４７２ ９,８０７ ５,２３９ ２４.３１

• 須賀川市
• 鏡石町
• 天栄村
• 石川町
• 玉川村
• 平田村
• 浅川町
• 古殿町



背景（現状と課題）
◆須賀川地域はきゅうりの主要な産地であるが、高齢化に
より作付面積は減少傾向で、急激な産地基盤の弱体化が懸
念される。

◆新規栽培者は毎年確保しているが、技術習得に時間がか
かる。「先が見えない」と不安を抱える人も多い。

◆野菜の生産性向上に向けた革新技術の導入や、近年の
気象変動に対応するための
高温対策、施設化が徐々に
進んでいるものの、地域の
導入率は低い。

・伝えたいことが伝わらない
・相手の営農状況も分からない

普及指導活動の目標と課題の設定



普及活動のねらい
～福島県園芸振興プロジェクト（令和３年度策定）に基づき、

関係機関と一体となりきゅうり振興に取り組む～

◆新規就農者から選定した重点支援対象者支援による
野菜担い手のモデルケースを創出する。

◆きゅうり栽培経験の浅い生産者向けの勉強会「きゅう
り基礎力アップ研修会」や関係機関による「きゅうり振
興会議」を開催するとともに、施設化を推進する。

◆生産性向上に向け、環境制御技術や自動かん水装置等
の新技術導入を推進する。

普及指導活動の目標と課題の設定



普及指導計画の成果測定事項
１ モデルケースの創出
重点支援対象者計画達成率（％） 目標80％
関係機関と連携した支援組織数（累計） 目標3件

２ 研修会の充実による単収アップ！
きゅうりの単位収量（kg/10a） 目標8,000kg

３ 関係機関との連携！「きゅうり振興会議」
新規施設化（雨除け､防虫ネット､促成抑制）面積（ha累計）目標4.5ha

４ 新技術導入による儲かるきゅうり栽培
環境制御技術導入戸数（累計） 目標40戸
自動かん水装置導入戸数（累計） 目標26戸

普及指導活動の目標と課題の設定



活動１
モデルケースの創出



活動１.モデルケースの創出（内容）
◆重点支援活動を実施
野菜普及員４名が、支援対象者各１名を設定、
モデルケースの育成に向け、５年間支援する。

【主な活動】
・こまめな巡回指導
・作付計画・中間・年度実績作成
・所内検討
（次長･課長･キャップ･新規就農担当者も参加）

普及員 農業者

Ａ 施設きゅうり（仁井田･１年目） Ｂ 露地きゅうり（玉川･３年目）

Ｃ ﾐﾆﾄﾏﾄ＋ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ（平田･５年目）Ｄ ネギ （天栄･１年目）

２人目

２人目 ２人目



活動１.モデルケースの創出（内容）

・ＰＤＣＡサイクルを意識した指導

↑就農初年度のため、しっかり散布できているかも確認

（例）病害虫防除の場合
Ｐ：病気発生を確認し、農薬を決める。
Ｄ：防除を実施。
Ｃ：効果（病気の状況）を一緒に確認する。
Ａ：次の散布計画を検討する。

病気継続→３日後に治療剤
落ち着いた→５日後に予防剤

こまめに巡回し、作業状況や実施した作業の効果を
対象者と一緒に確認し、次の作業を決めることを
意識的に行うことで、理解を深めることができた。

強化！！



活動１.モデルケースの創出(内容)
◆出荷実績に基づく面談
出荷実績を「見える化」し、１年の振り返りをした。
良かった点や反省点を話合い、次作の対策を生産者と
一緒に考えた。

単価の高い時期に出荷量が
確保できて良かった！！

かん注や葉面散布を実施したり、
防除も単剤防除に切り替えた
ことが、良かったと思う！！
次作は早めに対応したい。



活動１.モデルケースの創出(成果)
◆園芸品目における新規就農モデルケース
～施設きゅうり～ を作成！就農相談に活用！

●モデルケース第１号と
して、施設きゅうりの栽
培スケジュールや就農後
の単収と販売額の推移、
経営改善の推移をまとめ
たチラシが完成し、関係
機関に共有すると共に、
就農相談に活用すること
ができた。



活動２
研修会の充実



活動２.研修会の充実（内容）

篤農家（Ｓさん） 篤農家（Ｏさん）
４月 肥料散布・耕耘 畦立て・土壌消毒
５月 セル苗移植・苗管理

定植・かん水
購入苗の育苗管理
定植・かん水・追肥

６月 土寄せ
脇芽かき・葉かき
親づる摘芯・収穫

土寄せ
脇芽かき・葉かき
収穫

７月 防除（自走式防除
機）

防除（手散布）

９月 かん水装置撤去

・作業のポイントや気を付けていることは何ですか？
・コツやこだわりは？ …等、インタビューしながらの撮影。
・週１回程度ほ場を見て、生育や篤農家の管理技術を調査！！

・篤農家の作業動画を撮影し、教材として活用１

ＪＡおすすめの
篤農家さん



活動２.研修会の充実（内容）

アンケートでは、受講者全員が｢作業動画が参考になった｣
との回答であり、他作業のリクエストも寄せられた。

受講者の感想
・作業のイメージがつかみやすかった。

・自分のやり方と違うやり方を見られた。
今度、自分のほ場で試してみたい。

・上手な人ほど、丁寧な管理をしている
のが分かった。見習いたい。

・○○作業の動画も見てみたい。



活動２.研修会の充実（内容）
・作業動画を撮影した篤農家ほ場での現地研修２

講
師

・篤農家ほ場で３回実施（６、７、１１月）。
・事前に作業動画を見てから、現地で研修。
ほ場準備～仮植～定植～芽かき～摘芯等

・質問等も多く、メモや写真をとりながら、
熱心に受講する様子が見られ、充実した研
修となった。

熱心な受講生を見て、篤農家から動画撮影や研修の
受け入れ等に引続き協力したいとの声をいただいた。



活動２.研修会の充実（成果）

平成30年 令和元年 令和２年 令和３年
回数 12回 4回 5回 ５回
延べ
人数 65人 34人 30人 67人

・研修会の内容を充実させたことで、
受講者数が増加した。

・コア受講者（６割以上出席）が大幅に
増加した。

（人）

・令和４年度の受講者の平均単収は９.７ｔ/１０ａで、地域の平均単収
７.８ｔ/１０ａを上回り技術力向上に貢献することができた。



活動２.研修会の充実（今後の活動）
・作業動画をさらに充実させる。

・摘芯や葉かき作業は、農家目線での撮影が効果的？
（篤農家に目線カメラを付けて作業をしていただけないか…）

・露地栽培だけでなく、施設栽培の作業動画を撮影する。

・現地研修は、今後も篤農家の
ほ場で実施する。

受講生の要望を取り入れ、
篤農家等の協力を得ながら、
より充実した研修会をめざす。

目線カメラ



活動３
関係機関一体となった施設化
「きゅうり振興会議」



きゅうり振興会議での普及の役割

普及所の
コーディネート力

産地力
UP!!

若手の
意欲

篤農家の
技術･経験

関係機関
の支援

産地力

・きゅうり産地を担う新規就農者・若手農業者を
産地一体となって育成・支援する。

意欲的な若手生産者 技術・経験豊富な篤農家 産地を支援する関係機関



活動３.きゅうり振興会議での活動（内容）
・きゅうりの振興方策について検討

・会議を年４回開催し、きゅうりの振興方策について関係機関と検討した。

普及所

市町村 ＪＡ

農業振興課

【主な検討内容】
・きゅうりの生育状況と病害虫の発生状況確認
・普及指導員によるきゅうりん館での相談窓口
設置

・施設化推進のためのチラシ作成や推進対象者
リスト化

・優良生産者の収量データや農薬散布履歴、
施肥実績をJAより情報提供。普及所での分析
とフィードバック。

・中堅農家による就農希望者の研修受入れ
・ハウス継承について
・「令和５年度須賀川･石川地区きゅうり振興
大会」の開催



活動３.きゅうり振興会議での活動（成果）
・JA、市町村と、きゅうり振興に関する情報共有
（各種補助事業、作型別生産者数、就農モデル
ケース資料、譲渡可能なハウス情報、きゅうりん
館利用実績、ＧＩ登録等）や、施設化・新技術の
導入推進、相談窓口の設置、優良事例調査の実施、
きゅうり振興大会の開催等について、協議するこ
とができた。



活動３.きゅうり振興会議での活動
（今後の活動）

・検討内容をより充実させ、
新規就農者育成と施設化を
核としたきゅうり振興体制
をとる。

・就農希望者の
研修体制を構築
し、きゅうりで
の就農を誘導す
る。

・地域に必要な
「新しい技術」や
「取組等」は、実
証を踏まえ、効果
等を確認した上で
普及する。

・若手農業者の困
り事や要望等を把
握、チーム内で
しっかり共有しな
がら、支援策を検
討する。

・連携して収集した産地
データを解析し、今後の
きゅうり産地の維持発展
のため必要な協議を行う。

今後も、地域の大切な
担い手を、関係機関
一体となって支援する。



活動４
新技術の導入による単収アップ



環境制御技術の導入



日射制御型自動かん水装置の導入



ミストによる高温対策の実証
◆夏秋産地に大きく影響する
高温などの異常気象に対応す
るため、「ＩＣＴ活用園芸産
地革新モデル確立事業」を活
用して簡易ミスト設置による
高温対策の実証ほを管内に設
け、２年間の実証を行った

◆収量の向上は認められな
かったものの、葉やけ･芯や
けの軽減と作業性の向上が認
められた。

◆昨年の暑さもあり、導入を
検討する生産者が増加。



普及成果測定事項の成果



普及指導計画の成果測定事項
１ 新規就農モデルケースの創出
重点支援対象者計画達成率（％） 目標80％
関係機関と連携した支援組織数（累計） 目標3件

２ 研修会の充実による単収アップ！
きゅうりの単位収量（kg/10a） 目標8,000kg

３ 関係機関との連携「きゅうり振興会議」
新規施設化（雨除け､防虫ネット､促成抑制）面積（ha累計）目標4.5ha

４ 新技術導入による儲かるきゅうり栽培
環境制御技術導入戸数（累計） 目標40件
自動かん水装置導入戸数（累計） 目標26戸



普及指導計画の成果測定事項
１ 新規就農モデルケースの創出
重点支援対象者計画達成率（％） 実績89％【A】
関係機関と連携した支援組織数（累計） 実績3件【ー】

２ 研修会の充実による単収アップ！
きゅうりの単位収量（kg/10a）実績7,687kg【D】

３ 関係機関との連携「きゅうり振興会議」
新規施設化（雨除け､防虫ネット､促成抑制）面積（ha累計）実績4.5ha

【A】
４ 新技術導入による儲かるきゅうり栽培
環境制御技術導入戸数（累計） 実績37件【D】
自動かん水装置導入戸数（累計） 実績29戸【A】

高温干ばつの
異常気象でも
大健闘！
前年比98％

２件
増えたが
残念！



普及活動による岩瀬きゅうりの未来



普及指導活動による未来
１ 新規就農モデルケースの創出
新規就農者が早期に安定した所得を得られるようになる！

２ 研修会の充実による単収アップ！
基本技術の習得と篤農家の技術伝承により

きゅうりの単収が大幅アップ！

３ 関係機関との連携「きゅうり振興会議」
関係機関の役割分担と連携で、異常気象にも負けない防虫ネット

被覆栽培などのさらなる導入で施設化率が80％を超える！

４ 新技術導入による儲かるきゅうり栽培
環境制御技術や自動かん水装置の導入、ミストによる

高温対策が実施され、ますます儲かるきゅうり産地へ！



そして生き残る産地を創る！
・新しい取組にチャレンジ！！
産地に必要なことを、産地の力を活かしながら、
試行錯誤を繰り返し、生き残る未来のある産地を目指します。

ご清聴ありがとうございました。

GI登録！

FGAP団体認証
取得拡大！

みどり認定の
取得！

スマート農業
の実践！

トレーニング
ファーム開設！

岩瀬きゅうり
キャラクター
誕生！


